


（別紙２） 
②実績報告時に提出 

介護ロボット使用状況報告書 
 
                                                      令和 ２年 ２月２３日 
                                           

法人名 機器導入事業所名 施設の種別 

社会福祉法人 市川朝日会 
特別養護老人ホーム  
サンライズ市川 

介護老人福祉施設 

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名 

見守り 「離床見守りシステム」 

介護ロボット導入時期 導入台数  
   平成３１年 １月１５日 １台 

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】 
  ※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。 
 
センサーマットをベッド脇に設置し、ナースコールと連動させている。特に夜間の離

床の効果を発揮し、平均して１日６回反応している。 
Wi-Fi での接続なので、使用場所を選ばず、居室の入り口などにも設置でき、入居者の

個々に合わせて使用できる。 
 
【介護ロボットの導入効果（導入による業務改善状況等）】 
  ※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用

状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具体的に記載すること。 
 
Wi-Fi を利用しての、コールシステムため場所を選ばず、スマホに入居者名が出るので 
職員がすぐに駆けつけることができる。入居者の転倒転落のリスクの軽減にとても役

立っている。入居者家族の満足度も高い。 
見守りが行いやすくなり、入居者の怪我も減るため、職員の身体的、精神的な負担の

軽減にも繋がっている。 
 
 
【介護ロボットの不都合な点】 
  ※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。 
 
使用法を守らないと、事故のリスクが高くなってしまう 
 
 
 
 

 


